










































































● 栃木市
県南地域の栃木市周辺では、放射線の問題はあまりない。栃木市でも、北より南(大平)方面のほうが好ま
れているが、これは東京通勤通学を考えてのことで、放射線量とは異なると思う。

● 栃木市
太陽光によって、送電線(高圧線)の近いところはいくぶん値上がりしていると思う。

● 小山市
土地の売買価額は買主の希望値、建物の賃料は借主の希望値でほぼ決まる。売主や貸主の要望はほと

んど通用しなくなっている。特にここ1～2年はこの傾向が著しい。
● 小山市

政権交代後、投資に関する話が増えたが、まだ成約には至っていない。

● 小山市
市街化区域内の戸建用土地が不足している感。

● 小山市
消費税増税前に取得しようと思っている人が増加している。

● 小山市
消費税増税前の駆け込み需要が多い。

● 小山市
放射能や地震の影響(地盤等)の質問が多い。

● 小山市
お客様は土地は安い土地に住宅は高くても良いメーカーさんでと言う方が特に若い方に多いですね。震災に
強い家が希望です。

● 下野市
地方の工業団地から大手企業がたくさん出ていった。関連企業も一緒に出ていった。長いスパンでこれを考
えていくと働き手の若い世代の人もやがて出ていってしまう様な気がしている⇒地方の税収入が下がり厳しく
なるような気がする。

● 上三川町
アパート、マンションの入居者数が減少した。

● 野木町
平成26年4月1日から消費税値上するということで自己の居住用住宅を建築したいという顧客が多くなって
いる。土地取引きは上昇しつつあります。

● 足利市
1000万以内の中古住宅で駐車3台が好評。

● 足利市
足利市は建売住宅が数多く見られる。この半年くらいから急に目にするようになった。

● 足利市
消費税増税の影響で駆け込み需要が増加していると思われます。増税後に不安が残ります。

● 足利市
地方自治体間に出る格差は益々拡がる様な気がします。



● 佐野市
貸地・テナント等の取引が減少したままである。アパート入居者等の取引も少ない。但し、住宅用地の売買
取引が昨年から増加している。過去最高の件数です。貸倉庫の取引が増えてきた。

● 佐野市
耐震はどうか、最初に聞かれます。

● 佐野市
建築工事費用(住宅)に予算を多くとる反面、土地取得費用をおさえる方が多い。

● 佐野市
絶対需要の減少を感じます。

● 佐野市
3.11震災の影響による電力不足等に対応した太陽光発電システム設置のための土地購入が何件かあり
仲介を行った。

● 真岡市
消費税UPの影響か、住宅用地の問合せ増加の傾向。

● 真岡市
住居系賃貸物件の空室率が大きく上昇。

● 真岡市
栃木県北部(大田原)にて、分譲してきました。震災後、土地の価格が下落しました。また、現在残り1区画
ありますが、売れません。

● 真岡市
建替え、住み替えによる取引の増加有り。

● 真岡市
土地を買って建物を建てるというより、建売を買う傾向が強くなっているように思える。

● 鹿沼市
競売・払い下げ等が実勢価格の値下げ原因となっている。正常取引の妨げになってるので配慮が必要。

● 鹿沼市
成約率が上がっている。以前2～3割が4～5割になって、当社にて成約にならなくても他社で決めている。増
税の影響。

● 鹿沼市
消費税UPの直前需要の期待とその後の落ち込み不安。

● 日光市
土地建物が東日本震災後売れなくなりました。(鬼怒川、今市、日光地区)

● 矢板市
放射能汚染の影響で都市から別荘、田舎暮し等の取引が減少している。又、矢板市に最終処分場建設
の話題のため大きく取引減少している。

● さくら市
親から子、孫への住宅取得に関わる贈与が拡大されてはいるが、現状はほとんど、そのようなケースが見られ
ない。かなり住宅ローンに頼る部分が多く結果的に思うように契約に至らないケースが多いようです。・・・・社
会不安、老後不安、資産デフレ、など、いろいろな影響でしょうかね。アベノミクスがどうなるか期待。



● 那須塩原市
福島ばかり対象被害と言われるが、気象の風の流れで那須、那須塩原市地域は、土地の売買がされな
い。価格が下落である。

● 那須塩原市
東京電力から生じた放射能汚染は不動産取引にも大変深刻である。賠償請求にも制限を(別荘用不動
産の県外居住者向けが売上全体の50％以上を占め）付ける事は他業種には無い事である。

● 那須塩原市
放射能の影響が、ボディブローの様に時間がたつ程、大きな痛手となり、想像をはるかに超える。

● 那須塩原市
震災後、人間の気持ちが変わってしまった。不動産のような高額のものを買わない(特に地方は)。東電に
補償をお願いしたい。

● 那須塩原市
中古住宅市場は特に価格優先と思われる。土地を新たに購入して新築する人が激減して、放射能汚染の
風評被害もいつまで続くか不明の状況で、先の見通しも明るい兆しは見えないと思われる。

● 那須塩原市
ネット上で個人間取引が増えていて、業者が介在する仲介は減る。

● 那須塩原市
土地のみの需要より土地付建物(中古物件)の希望の方が多い様子。

● 那須町
案内の際、放射線測定器持参者が多々有る。

● 那須町
別荘とかリゾートと言う、根本的な価値観などが変化してきた。こう言うことにお金を投入しない。

● 那須町
田舎暮し希望で土地を取得したが住宅を建築せずに売却したい。(震災後の放射能汚染の影響)

● 那須町
東京電力の原子力損害賠償に対する基準が厳しい。

● 那須町
放射線量による取引価格、その他の影響が著しい。

● 那須町
那須における放射能被害が止まらず、旅行客の戻りはなく、深刻な状況が続いております。
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